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図１ リラクゼーション玩具a 構想図 



























（仕様：箱 ヒノキ 188mm×188mm×83mm 
  石ころ積み木 スギ 大 95mm×60mm×20mm  4個 
スギ 中 85mm×60mm×20mm  5個 































図 2 リラクゼーション玩具b 構想図 
写真 2 リラクゼーション玩具b  
図 3  リラクゼーション玩具 c 構想図 











（仕様：船形 ヒノキ 300mm×最深部50mm×38mm 
  ブロック ヒノキを赤、青、黄に着彩 各形各色3個ずつ 
円柱形 φ30mm×20mm   
立方体  25mm×25mm×25mm   
三角柱  30mm×30mm×19mm  
           棒    5mm×150mm 


































 美作大学短期大学部専攻科学生 11名 
② 調査期間 















対象者は男性 3名、女性 8名で平均年齢 20歳だった。 
このうち 6 名が玩具 d、5 名が対照用玩具（以後、対照群と称
す）の評定を行った。 
写真 3 リラクゼーション玩具 c-2 
図 4  リラクゼーション玩具d 構想図 

















図 5 質感評定の結果① 
 



















































































































































音 ・微妙に摩擦音がして気持ちよさが増した気がする・気にならない ・木がころころ動くような音がしたらいいなと思った 
全体
の 
印象 
・赤ちゃんを抱っこしているみたいで良かった・最初は何だろうと
思ったが、触っていくうちにとても気持ちよくなった・最初は「ど
うなのかな？」と思ったが、ほんとに気持ちが落ち着いた。 
・家の絨毯で寝転ぶような居心地の良さを感じた・抱き枕のよ
うな印象だった・授乳枕のようだと思った・ずっと犬だと思っ
て撫でていた 
その
他 
・眠たくなった・最初は時間が経つのがゆっくりに思えたが、次第
に早く感じるようになった・さすらなくても持っているだけでいい
と思った 
・時間が長く感じられた・だんだん眠たくなった・心地よかっ
た・何をイメージしているのか分からないので、使い方も分か
りにくいと思う・最初は撫でることを意識していたが、いつの
間にか自然に撫でていた 
 
